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第 三 章

文化的景観の自然的基盤
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第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

１ 　 伊庭周辺の土地利用の変化

　 図７ 、 ８ は明治 26 年（ 1893） から 平成 18 年ま での伊庭周辺及び琵琶湖を 含む広域の

土地利用の変遷を 示す。 図９ は明治期の「 石版神崎郡誌」 に描かれた内湖干拓前の様子で

ある 。 大中の湖、 小中の湖に囲ま れた伊庭は、 農業、 漁業が盛んな集落であっ た。 明治末

期には、伊庭の自作農は全農家 20% 程、自小作農及び小作農が 80％程を 占めていた。 ま た、

図 10 に示さ れたこ の頃の琵琶湖の湖東地方の船舶数にみる よ う に、 伊庭では 1 戸当たり

平均保有船舶数が 1.0、保有船舶数の合計は 482 であ り 、湖東地方で最大であっ た。 一方、

大雨など によ っ て伊庭川や伊庭内湖は幾度と なく 洪水を 引き 起こ し 、 伊庭周辺の田畑に大

き な被害を 与えた。

　 伊庭周辺の内湖では、 昭和 43 年（ 1968） ま でに大規模な 干拓事業が行われ、 その面

積は大き く 変化し た （ 表 10）。 小中の湖の干拓工事は昭和 18 年に着工し 、 4 年を かけて

完工し た。 戦時中は食糧難のため、 内湖に堤防がつく ら れ水が抜き 出さ れ、 湖底の肥沃な

土壌を 利用し た新し い農地に「 干陸」 する 工事も 行われた。 須田川以南の広い部分は元は

湖であ っ た。内湖が干拓さ れた後、伊庭集落では堀の水が 30cm 減少する など の影響があっ

たと いわれる 。

　 小中の湖の干拓工事が完了し た後、 岐阜県や朽木村から の入植者に加え、 満州から の引

き 揚げ者が入植者と し て移り 住み、 伊庭の南西で城東、 中央、 中洲など の新し い集落がつ

く ら れた。 し かし 、 終戦直後に実施さ れた事業であっ たため、 物資は乏し く 、 入植者は耕

地と し て干拓地を 配分さ れたのみで、 道路や住宅も なく 、 生活上の施設がほと んど ない状

態から 出発し なければなら なかっ た。 　

　 表 11 は小中の湖干拓地における 農地配分を 示す。 干拓地は 342ha、 そのう ち農用地は

292ha、 入植者 1 戸当り 面積は 1.03ha であ っ た。 大中の湖は「 五十町湖」 と も 呼ばれ、

琵琶湖周辺の 40 数ヵ 所の内湖のう ち、 最大の内湖（ 約 1,300ha） であ っ た。 水深は 2m

前後で、 魚や貝の種類が豊富であ っ たが、 昭和 21 年には、 戦後の緊急食糧増産計画に基

づく 大中の湖の干拓事業が国営事業と し て開始さ れた。 し かし 、 昭和 28 年の台風 13 号

で中洲と 須田の堤防が決壊し 、 大中の湖の水が流れ込んだため、 干拓工事は一時中断さ れ

た。その後、干拓が終了する と 、大中の湖干拓地は 1,145ha、そのう ち農用地は 969ha と なっ

た。 写真 12 から は、 大中の湖が干拓さ れた前後の様子が読み取れる 。 こ こ での入植条件

は小中の湖よ り 良く 、 農地の配分規模は小中の湖の 4 倍ほど であっ た。

　 昭和 45 年頃から 旧能登川町域では宅地開発や工場の進出が盛んと なっ た。 図 8 に示す

昭和 31 年、 昭和 57 年、 平成 18 年の伊庭周辺の土地利用を みる と 、 泉台や高岸台、 大

徳寺ニュ ータ ウ ン など の新し い住宅地がつく ら れ、 伊庭と 能登川駅に挟ま れた市街地が

増加し 、 農地が減り 続いている こ と がわかる 。 旧能登川町域全体では、 昭和 39 年から は
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基盤整備が進み、 平成 7 年度には完了し たが、 こ の間の約 30 年間で、 大中の湖の干拓面

積の３ 分の２ に当たる 約 210ha の農地が市街地化など によ り 減少し た。 基盤整備に伴い、

伊庭周辺に流れる 川と 、「 井（ 湯）」 と 呼ばれる 川につながる 用水路も 整備さ れた。

図８ 　 伊庭集落を含む広域での土地利用の変遷

図７ 　 伊庭集落周辺の土地利用の変遷



42

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

図９ 　 伊庭内湖周辺の干拓前の様子（ 明治・ 石版神崎郡誌）

表 10　 伊庭周辺の内湖の干拓による面積の変化

大中の湖 西の湖 弁天内湖 伊庭内湖

面積の変化

20.28km 2 2.81km 2 2.63km 2 2.83km 2

↓ ↓ ↓ ↓

1.81km 2 2.81km 2 0 0.18km 2

表 11　 小中の湖干拓地と大中の湖干拓地における農地配分

小中の湖 大中の湖

着工・ 完工年 1943-1947 1946-1968

地区面積 (ha) 342.2 1,145

入植戸数 ( 戸 ) 139 216

入植地面積 (ha) 143.7 864

入植者 1 戸当り 面積 (ha) 1.03 4.0

農用地総面積 (ha) 292.4 969

図 10　 湖東における明治期の集落ごとの船舶保有数　（『 内湖と河川の漁法』 より）
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　 写真 13 〜 15 では、 伊庭の東に流れる 瓜生川周辺の区画整備前、 整備中と 整備後の様

子を 示す。整備によ り 湾曲し ていた川筋は直線に変化し 、一筆ご と の水田面積が大き く なっ

ている こ と がわかる 。

　 以上のよ う に、 内湖の大部分は干拓さ れ、 内湖と し ての形を ある 程度維持し ている のは

西の湖のみと なっ た。 大中の湖の東から 北にかけての湖辺部分は、 須田川に連なる 現在の

伊庭内湖、琵琶湖へと 続く 大同川と なり 、やや規模の大き い水域を 形成する よ う になっ た。

小中の湖、 大中の湖があっ た場所は基盤整備さ れた水田と なり 、 北東に分布する 水田と 併

せて集落の周囲を 広大な農地が取り 囲むこ と と なっ た。

　 森林については、 明治から 平成期にかけて面積の大き な変化はみら れなかっ た。 伊庭周

辺の地形図上で森林が針葉樹と 広葉樹を 区分し て示さ れる よ う になっ たのは昭和57 年以

降であ り （ 図７ ）、 大部分は針葉樹林であ っ たこ と がわかる 。 他の土地利用に比べる と 森

林面積は小さ く 、 住民によ る 日常的な薪炭利用や用材生産の場と はなっ ていなかっ た。 寺

社で用いる 燃料を 共同で採取する と いっ た限定さ れた利用が行われていた。 ま た、 主にア

カ マツ が優占し ていたため、 入札によ る 松茸狩り が行われた。 昭和 57 年以降、 針葉樹林

の一部は広葉樹林に変化し ており 、 西側だけにあっ た竹林が東側や北側にも 小面積でみら

れる よ う になっ た。

写真 12　 大中の湖干拓前後の様子（ 川原崎貞夫氏　 撮影）
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瓜 生 川

伊 庭

瓜 生 川

伊 庭

瓜 生 川

伊 庭

写真 13　 昭和 50 年の伊庭と瓜生川

写真 15　 平成 23 年の伊庭と瓜生川

写真 14　 昭和 57 年の伊庭と瓜生川
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2　 伊庭内湖の自然環境

（ １ ） 自然環境と 鳥類の分布

１ ) 伊庭周辺の自然環境

　 伊庭が位置する 東近江市は太平洋気候区と 内陸気候区に属し 、 平均気温は 15 ℃前後、

年間降水量は 1,700m m 前後であ る 。 冬季には 10 〜 20cm の降雪を みる 場合があ る が、

全般的には穏やかな気候と なっ ている 。 東近江市の地形は東西に長く 、 東に鈴鹿山系、 西

に琵琶湖があり 、 愛知川が市域の中央を 流れ、 その周辺に平地や丘陵地が広がり 、 水田を

中心と し た田園地帯が形成さ れている 。 伊庭は伊庭内湖沿岸に形成さ れた水郷集落であ

り 、 瓜生川よ り 導水さ れる 水路網がほと んど 開渠のま ま 現存する （ 図 11）。 こ のよ う な平

野では、 鈴鹿山脈から 愛知川によ っ て 運ばれた 土砂が肥沃な 土地を つく っ て き た。 伊庭

に位置する 繖山の山系は、 湖東平野の中央部に位置し 、 主尾根が南北に約 8km 、 東西に

4km の山塊を なし ている 。

　 図 12 には、 伊庭周辺の 1/25,000 現存植生を 示す。 伊庭の平野部の大部分は水田雑草

群落（ 写真 16） であ り 、 内湖周辺にはヨ シク ラ ス や路傍・ 空地雑草群落、 湿生林のヤナ

ギなど がみら れる 。 伊庭内湖周囲に存在する ヨ シ原（ 写真 17） で現在は商用に継続し て

利用さ れている 場所はないが、 地域の住民、 自然保護団体や企業など によ っ て一部は冬季

にボラ ン ティ アと し てヨ シ刈り が行われている 。 ま た、 集落南部に位置する 繖山には、 ア

ベマキ− コ ナラ 群落、 モチツ ツ ジ− アカ マツ 群落、 ス ギ− ヒ ノ キ− サワ ラ 植林地、 竹林な

ど が分布する 。

  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

図 11　 伊庭周辺の地形　 ( 国土地理院標準地図より作図 ) 
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 図 12　 伊庭周辺の現存植生図（ 環境省， 2006 より作図）

写真 17　 伊庭内湖のヨシ原写真 16　 伊庭周辺の水田
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２ )伊庭周辺の鳥類相

琵琶湖につながる 内湖と 河川、 農地、 森林など 多様な要素で構成さ れる 伊庭周辺（ 写真

18） は、 鳥類の生息地と し ても 重要であ る 。 地元有識者である 石井秀憲氏によ る 10 年以

上にわたる 観察記録によ る と 、 伊庭を 含む能登川地区での鳥類の記録種は 47 科 185 種に

及び、 県内の総記録種の 55％と なっ ている 。 こ の中には、 迷鳥や、 伊庭の北に位置する

愛知川の河畔林に特有な種も 含ま れる が、 それを 考慮し ても 、 多く の鳥類が伊庭周辺の環

境を 利用し ていた。

  写真 18　 伊庭集落周辺の景観

　 平成 26 年 6 月から 平成 27 年 5 月にかけて伊庭周辺で行っ たルート セン サス では、 合

計 68 種 2,180 羽が確認さ れた（ 図 13、 表 12）。 ま た、 平成 26 年 9 月に行っ た猪子山の

終日調査ではサシバ、 ハチク マ、 ノ ス リ 、 ハヤブサ合わせて 739 羽が確認さ れた。 なお、

猪子山は秋のタ カの渡り のルート と なっ ており 、 日本野鳥の会滋賀の会員によ っ て毎年調

査が行われている 。 さ ら に、 平成 27 年 1 月に行っ た内湖での終日調査では、 22 種 3,618

羽が確認さ れた。 個体数が最も 多かっ たのはヒ ド リ ガモで、 全体の 27% を 占めた。 上記

の種のう ち、 滋賀県及び環境省のレ ッ ド リ ス ト に指定さ れている も のについて、 そのカ テ

ゴ リ ーを 表 13 に、 伊庭で確認さ れた主要な鳥類の種及び環境を リ ス ト １ に示す（ 写真は

古坂伸行氏提供）。

　 伊庭では、 内湖、 河川、 水路など 多様な水辺のネッ ト ワ ーク に加え、 集落、 農地、 森林

など 多様な里山・ 里湖の構成要素が存在し ている こ と から 、 留鳥、 渡り 鳥など 多様な鳥類

の種が確認さ れ、 採餌、 繁殖、 休息の場と し て多様に利用さ れていた。 特に内湖や河川の

存在によ り 冬季には多く の水鳥が利用する 環境があ っ た。 そし て、 農業に伴う 草刈り や市

民活動によ る ヨ シ刈り と と も に、 ツ バメ の営巣場所と し て家の軒先を 提供し 、 果樹など 鳥

の餌にも なる 樹木を 庭や水路沿いに植栽する と いっ た住民の意識や直接的な関わり が、 多

様な鳥類の分布に大き く 貢献し ている と 考えら れる 。
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図 13　 鳥類ルート センサスの対象地

表 12　 鳥類の種数及び個体数

表 13　 調査で確認された鳥類の希少種

No. 種名 滋賀県 2010 環境省 2015

1 ヨ シガモ 希少種

2 ホオジロガモ 希少種

3 ミ コアイサ 希少種

4 カイツブリ 希少種

5 カンムリカイツブリ 希少種

6 チュウサギ 希少種 準絶滅危惧種

7 バン 希少種

8 ホトト ギス 希少種

9 タ ゲリ 希少種

10 タシギ 希少種

11 イソシギ 希少種

12 ミ サゴ 希少種 準絶滅危惧種

13 ハチクマ 絶滅危機増大種 準絶滅危惧種

14 チュウヒ 絶滅危機増大種 絶滅危惧Ⅰ B 類

15 サシバ 希少種 絶滅危惧Ⅱ類

16 コ ゲラ 希少種

17 チョ ウゲンボウ 希少種

18 ハヤブサ 絶滅危機増大種 絶滅危惧Ⅱ類

19 コ シアカツバメ その他重要種

20 メ ボソ ムシクイ 希少種

21 エゾムシクイ 希少種

22 センダイムシクイ 希少種

23 オオヨ シキリ 希少種

24 セッカ 希少種

25 ルリ ビタ キ 希少種

26 キビタ キ 希少種

27 オオルリ 希少種

28 オオジュリン 希少種
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オカヨ シガモ Anas strepera

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ヨ シガモ Anas falcate

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

ヒドリ ガモ Anas Penelope

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

マガモ Anas platyrhynchos

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

カルガモ Anas poecilorhyncha

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

リスト １ 　  伊庭で確認さ れた主要な鳥類とその環境
（ 確認さ れた主な環境を青、 黄、 緑で示し た）
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コガモ Anas crecca 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ホシハジロ Aythya ferina 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

キンクロ ハジロ Aythya fuligula 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ホオジロガモ Bucephala clangula 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

ミ コアイサ Mergellus albellus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

カイツブリ Tachybaptus ruf icollis 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○
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 カンムリ カイツブリ Podiceps cristatus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

キジバト Streptopelia orientalis  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

カワウ Phalacrocorax carbo

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ゴイサギ Nycticorax nycticorax 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期

アオサギ Ardea cinerea  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ダイサギ Ardea alba

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○
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チュウサギ Egretta intermedia   

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

コサギ Egretta garzetta  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

バン Gallinula chloropus  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

オオバン Fulica atra

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ホト ト ギス Cuculus poliocephalus  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期

ハリ オアマツバメ Hirundapus caudacutus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期
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タゲリ Vanellus vanellus   

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

ケリ Vanellus cinereus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

タシギ Gallinago gallinago  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

イソシギ Tringa hypoleucos 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期

 ユリ カモメ Larus ridibundus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

ミ サゴ Pandion haliaetus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○
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ハチクマ Pernis ptilorhyncus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

 ト ビ Milvus lineatus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

チュウヒ Circus spilonotus  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

サシバ Butastur indicus  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

カワセミ Alcedo atthis

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

コゲラ Dendrocopos kizuki 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○
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 チョ ウゲンボウ Falco tinnunculus   

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ハヤブサ Falco peregrinus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

モズ Lanius bucephalus   

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ハシボソガラス Corvus corone

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ハシブト ガラス Corvus macrorhynchos

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

ヤマガラ Parus varius    

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○



56

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

シジュウカラ Parus major  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ヒ バリ Alauda japonica 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ツバメ Hirundo rustica  

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

コシアカツバメ Hirundo daurica 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

イワツバメ Delichon dasypus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

ヒ ヨドリ Ixos amaurotis

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○



57

第三章　 文化的景観の自然的基盤

ウグイス Cettia diphone

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

エナガ Aegithalos caudatus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期

メ ボソ ムシクイ Phylloscopusxanthodryas

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

センダイムシクイ Phylloscopus coronatus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期

エゾムシクイ Phylloscopus borealoides

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期

メ ジロ Zosterops japonicas

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○
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オオヨ シキリ Acrocephalus orientalis 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期

セッカ Cisticola juncidis

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期

ムクドリ Sturnus cineraceus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

シロ ハラ Turdus pallidus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○

ルリ ビタキ Tarsiger cyanurus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

ジョ ウビタキ Phoenicurus auroreus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期 ○
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イソヒ ヨドリ Monticola solitaries

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

 キビタキ Ficedula narcissina

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期 ○

オオルリ Cyanoptila cyanomelana

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期

スズメ Passer montanus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

キセキレイ Motacilla cinerea

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

ハク セキレイ Motacilla lugens 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○
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セグロ セキレイ Motacilla grandis

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

カワラヒ ワ Carduelis sinica

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り ○

越冬期 ○

ベニマシコ Uragus sibiricus

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

イカル Eophona personata

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

ホオジロ Emberiza cioides

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期 ○

秋渡り

越冬期 ○

カシラダカ Emberiza rustica

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○
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アオジ Emberiza spodocephala 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り ○

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

オオジュリ ン Emberiza schoeniclus 

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り

越冬期 ○

カワラ バト Columba livia

確認さ れた時期 確認さ れた主な環境

春渡り

繁殖期

秋渡り ○

越冬期

３ ）住民によって認識さ れた伊庭集落及び周辺の鳥類

　 平成 26 年 10 月に伊庭の住民に対し て行っ た「 集落及び周辺水田で確認さ れたツ バメ

など の鳥類のアン ケ ート 調査」 結果では、 ツ バメ が営巣し ている 家庭は 29 軒、 そのう ち

ツ バメ の営巣を 歓迎する と 答えたのは約半数であ っ た。 その他鳥類に関し ては 28 種につ

いて の記述があ り 、 集落内の水路や庭、 農地や伊庭内湖における 鳥類について の記述が

あ っ た。 28 種のう ち約半数がス ズメ 目の鳥類であ り 、 その他水辺を 利用する カ ワ セミ や

サギ類についての回答があ っ た。 ま た、 家屋に営巣する ツ バメ や、 庭の樹木や家の前の水

路など 自分の生活圏を 利用する 鳥類については、 関心や好意を 持つ住民の回答が多く みら

れた。 特に、 水辺に生息し その姿が特徴的なカ ワ セミ やサギ類については、 確認さ れた具

体的な場所が記述さ れていた。 伊庭集落には大小の水路を はじ め庭や水路沿いの樹木、 小

規模な畑など 多様な環境が存在し ており 、 それら の環境を 鳥類が広く 利用し ている 状況を

住民が認識し ている 様子がう かがえる 。

４ ）伊庭の文化的景観と 鳥類相

　 伊庭周辺では、 明治以降の内湖干拓、 農地や河川の基盤整備、 市街地の拡大など によ っ

て、 土地利用、 そし て文化的景観は時代ご と に変遷し てき た。 一方、 干拓さ れてき た内湖

の一部は残り 、 須田川、 伊庭内湖と し て、 山側から 琵琶湖へつながる 水系が集落に沿う よ
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う に存在する 。 ま た、 伊庭集落や内湖の周辺は市街地と はなら ず多く の農地が存在し 、 集

落南東の繖山も 針葉樹林であっ た場所が一部広葉樹林、 竹林と なる など の変化はある も の

の、 森林面積はほと んど 変化し ていない。 集落の周辺にある 木々の茂る 山、 畑や水田など

の農地、 水の流れる 河川、 内湖やその岸にみら れる ヨ シ原など、 昔から 存在し ていた要素

が完全に消失する こ と はなく 、 伊庭固有の里山・ 里湖の環境が維持さ れている 。 　 　

　 伊庭周辺の鳥類の種数を みる と 、 四季を 通し て河川、 内湖など の水域で特に多く 確認さ

れ、 樹林や集落など も 含めそれぞれの景観構成要素に特有の多様な鳥類が分布し ていた 。

その中でも 須田川や伊庭内湖など の水域は、 冬季に飛来する 水鳥の重要な生息場所と なっ

ていた。 ま た、 伊庭周辺で過去 18 年間に確認さ れた 185 種のう ち、 環境省、 近畿地区、

滋賀県のいずれかのレ ッ ド データ ブッ ク に記

載さ れて いる 種が全体の半分近く を 占めて お

り 、 そ の中には伊庭において 繁殖が確認さ れ

た種や繁殖の可能性が高い種も 含ま れていた。

樹林地のアカゲラ やアオゲラ 、 ヨ シ地のオオヨ

シ キ リ やオオバン 、 水系のカ イ ツ ブリ やカ ワ

セ ミ 、 農地のセ ッ カ やコ チド リ な ど は、 滋賀

県や国のレ ッ ド データ ブッ ク に記載さ れ、 各

地種そ れぞれで数多く 確認さ れて おり 、 対象

地を 構成する 要素そ れぞれが鳥類の生息場所

と し て重要な場所であ る と 考え ら れた。 ま た、

樹林地に営巣し 水系で魚を 採餌する ミ サゴ や、

農地で採餌し 水系で休息する 淡水ガモ類など 、

異なる 要素を ま たがっ て利用する 種も みら れ、

複数の要素がま と ま っ て 存在し て いる こ と が

そ のよ う な 種にと っ て 適し た 環境と な っ て い

る と 考え ら れる 。 そ し て 実際にそ こ に暮ら す

人々も 、 日常の生活や生業の中で集落内外に

おいて多様な鳥類を 認識し 、 関わっ てき た。

　 伊庭の文化的景観は、 琵琶湖湖岸に特有の内

湖、 河川、 水路など 多様な水辺のネッ ト ワ ーク

に加え、 集落、 農地、 森林など 多様な里山・ 里

湖の構成要素を 持ち、 希少種を 含む多様な鳥類

相と それを 支える 多様な自然環境と し ても 、 特

筆すべき 重要な価値を 有し ている と いえる 。
図 14　 住民が確認したスズメ 目、 カワセミ 、 サギ類と

　 　 　   その位置
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（ ２ ） 伊庭における魚類の分布と暮らしとの関わり

１ ）伊庭周辺の自然環境

　 伊庭には瓜生川（ 写真 19） や須田川（ 写真 20）、 伊庭内湖（ 写真 21） につながる 大小

様々な水路（ 写真 22 〜 25） があ り 、 こ の水路には上流の平野部や集落周辺の豊富な湧

水が引き 込ま れている 。 繖山の山系から 集落や周辺の水田に流れる 水は、 伊庭内湖、 さ ら

にその下流の大同川を 通じ て琵琶湖へと 注ぐ 。 集落や水田を 縫う よ う に流れる 水路の水温

は夏でも 23℃程度であ り 、 透明度は高く 、 場所によ っ て水深や流速、 水路の幅、 底質な

ど の魚類の分布と 密接に関わる 環境条件は異なっ ている 。 ま た、 水路の構造も 、 石積み、

大礫積み、 土壁にコ ン ク リ 板、 コ ン ク リ ート 、 矢板など 、 水路を と り ま く 自然環境に加え、

住民によ る 水路の利用や基盤整備など、 人々の暮ら し や行政施策など の社会環境によ っ て

様々な形態がみら れる 。

　 図 15 は伊庭集落を 流れる 主要水路と 魚類調査地点であ る。 採捕調査は集落内への導水

部と なる ①瓜生川と 、 集落内の 4 つの水路 （ ②謹節館前水路、 ③ホタ ル水路、 ④コ イ 水路、

⑤イ バモモ前水路）を 含む 5 地点で行っ た。①瓜生川は、集落への水路の水源と なる 河川で、

水門によ っ て流量がコ ン ト ロ ールさ れている 。 集落内に入っ た水は「 南に流れ水田地帯に

向かう も の」 と 、「 西に流れ集落内を 通っ て内湖へと 流れる も の」 と 、 大き く ２ つに分か

れている 。 ②謹節館前水路は、 正厳寺から 謹節館ま でを 流れる も ので、 集落の中心を 通る

水路である 。 ③ホタ ル水路は、 集落の方針でホタ ルの保全が試みら れており 、 川岸は土壁

を 隙間のあ る コ ン ク リ ート 板で押さ えたも のと なっ ている 。 こ の水路はすぐ 下流の暗渠を

通じ て伊庭内湖と 繋がっ ている 。 ④コ イ 水路は、 観賞用と し てコ イ が放流さ れており 、 ホ

タ ル水路と は異なり 川岸がコ ン ク リ ート でし っ かり と 固めら れている。 ⑤イ バモモ前水路

は、 集落内の中心を 流れる 水路が伊庭内湖に注ぐ 手前に位置し ており 、 内湖から 魚類の流

入が期待でき る 。

それぞれの地点において 夏季（ 平成 27 年 8 月）、 冬季（ 平成 28 年 1 月） の 2 度調査

を 実施し た。 本調査では各水路の形状に応じ て適し た調査手法を 採用し ており 、 ①瓜生川

ではすく い網（ たも 網、 四ツ 手網によ る 採捕）、 定置網、 投網を 、 ②謹節館前水路、 ③ホ

タ ル水路、 及び④コ イ 水路では電気ショ ッ カ ーと すく い網を、 ⑤イ バモモ前水路では定置

網と すく い網を 用いて、 それぞれの水路の魚類相を 把握し た。

　 ①瓜生川では希少魚であ る アブラ ボテやス ナヤツ メ が採捕さ れた。 ま た産卵・ 繁殖期に

当たる 夏季の調査では、 非常に多く のヨ シノ ボリ 類の当歳魚が確認さ れた。 外来魚である

オオク チバス も 多く 見ら れた。
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写真 19　 伊庭を流れる瓜生川

写真 21　 伊庭内湖

写真 23　 石組みの水路 写真 24　 小水路の合流点 写真 25　 水田の水路と魚道

写真 20　 伊庭を流れる須田川

写真 22　 伊庭集落内の水路と石段
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　 ②謹節館前水路ではアブラ ハヤ、 カワ ム ツ 、 ム ギツ ク が多く 確認さ れた。 こ れら の繁殖

期は夏季と さ れている が、 冬季調査で当歳魚が多く みら れた。 ③ホタ ル水路は他の水路と

比べ流速があり 、 底生魚のウ ツ セミ カジカ、 ウ キゴ リ がよ く みら れた。 ま た非常に希少な

ツ チフ キ も 1 個体採捕さ れた。 ④コ イ 水路は側面のコ ン ク リ ート 、 コ イ の密放流のため

か他と 比べ種数が少ない結果と なっ た。 ⑤イ バモモ前水路ではス ゴ モロ コ の遡上が確認さ

れたが、 すぐ 上流に段差があり 、 集落内への移動は妨げら れていた。

　 以上の調査で確認さ れた魚種は、 ア ブラ ハヤ、 アブラ ボテ、 アユ、 ウ キ ゴ リ 、 ウ グ イ 、

ウ ツ セミ カ ジカ、 オイ カ ワ 、 オオク チバス 、 カネヒ ラ 、 カ マツ カ、 カルム チー、 カ ワ ム ツ 、

ス ゴ モロ コ 、 ス ナヤツ メ 、 ツ チフ キ、 ド ン コ 、 ヌ マチチブ、 ビ ワ ヒ ガイ 、 ブルーギル、 ホ

ン モロ コ 、 ム ギツ ク 、 フ ナ属、 ヨ シノ ボリ 属であっ た。 以下、 こ れら の種の特徴や伊庭で

の分布状況、 料理法など を ま と めて示す。

ア ブラ ハヤ　 Moroco steindachneri コ イ 科ウ グ イ 亜科ア ブラ ハヤ属

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 要注目種

【 食】 一般的に「 食べら れる が美味ではない」 と さ れる 。

瓜生川では夏に当歳魚が、 ま た謹節館前水路では季節を 問わ

ず成魚が、 それぞれ多く 見ら れた。 特に謹節館前水路では侵食

防止のための荒い石積みの隙間に隠れている こ と が多い。

図 15　 伊庭集落を流れる主要水路と魚類調査地点
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アブラ ボテ　 Acheilognathus lim bata　 コ イ 科タ ナゴ 亜科アブラ ボテ属

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 準絶滅危惧種、 滋賀県： 絶滅危機増大種

【 食】 伊庭では住民から 「 腹が苦く て食べら れない」 と さ れて

いた。 タ ナゴ 亜科の仲間は一般的にニ ガブナ等と 呼ばれ、 好

んでは食さ れない。

　 夏季の瓜生川で採捕さ れたが、 集落内の水路ではみら れな

かっ た。 日本国内において も 、 滋賀県において も 数を 減ら し

ている 魚類であ る 。

アユ　 Plecoglossus altivelis　 キュ ウ リ ウ オ科アユ亜科アユ属

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 分布上重要種

【 食】 酢の物、 天ぷら 、 煮つけ、 アユだき 、 佃煮、 アメ 煮

　 集落内では確認でき な かっ た が、 夏季の瓜生川で遡上がみ

ら れ採捕さ れた。 住民へのヒ ア リ ン グ でも 「 今でも そこ の川

で捕ま え る 」 と 言われて おり 、 現在でも シーズ ン にな る と 投

網によ る 採捕が行われている 。

ウ キゴ リ 　 Chaenogobius annularis

　 コ イ 水路を 除く すべて の調査地点で確認さ れた。 通常食用

と し て 扱われる こ と はな く な じ みの薄い本種は、 こ の地域で

はド ン コ など と 合わせて「 イ シビ ショ 」 と 呼ばれる こ と がある 。

ウ グイ 　 Tribolodon hakonensis　 コ イ 科ウ グイ 亜科ウ グイ 属

【 食】 馴れずし と し てニゴ ロ ブナの代わり に利用

　 冬季にコ イ 水路において１ 個体のみが確認さ れた。 滋賀県で伝統的に食さ れる 鮒ずし は

現在その稀少性から 非常に高価になっ ており 、 ニゴ ロ ブナ以外の魚種を 用いた馴れずし が

代用品と し て用いら れている 。 ウ グ イ も 馴れずし と し て利用さ れていた。

ウ ツ セミ カジカ 　 Cottus reini　 カジカ 科カジカ 属

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 絶滅危惧Ⅰ B 類（ EN）、

　 　 　 　 　 　 　   滋賀県： 分布上重要種

　 ホ タ ル水路で数個体が採捕さ れた。 底生魚であ り 、 流速の

あ る ホ タ ル水路において のみ数個体が確認さ れた。 琵琶湖本

湖や流入河川の下流域に生息する 本種は琵琶湖固有種と さ れ 、

流入河川の上流に棲むカ ジカと は棲み分けが行われている 。
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オイ カワ 　 Zocco platypus　 コ イ 科 Oxygastrinae 亜科ハス 属

【 料理】 馴れずし 、 ジャ コ （ 雑魚） すし 、 〆すし

　 集落内のコ イ 水路で成魚が多く 採捕さ れた。 ま た本調査外で

仔魚がみら れており 、 集落内での繁殖が確認さ れている 。 他の

遊泳魚と ま と めて「 ザコ 、 ジャ コ 、 ハエ」 等と 呼称さ れる 。 伊

庭ではオイ カ ワ を 漬け込んで発酵さ せたも のを 「 ジャ コ ズシ 」

と 呼び、 集落内には現在も つく り 手が残っ ていた。

カネヒ ラ 　 Acheilognaihus rhombea　

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 絶滅危機増大種

【 食】 アブラ ボテと 同様のタ ナゴ 類で 「 腹が苦い」 と し て忌避

さ れている 。

　 数は少ないが、 ホ タ ル水路やイ バモモ前水路で生息が確認さ

れた。 本種は停水域を 好むため、 本調査で対象と し た水路では

あま り みら れなかっ たが、 正厳寺前の船溜ま り など で姿が確認

でき た。 滋賀県では数を 減ら し ている 魚種であ り 、 集落内が貴

重な生息場所になっ ている 。

カマツ カ　 Pseudogobio esocinus　 コ イ 科カマツ カ亜科カマツ カ属

　 集落内では特にホタ ル水路で多く 確認さ れた。 カマツ カ は底

生魚であり 、 川底の泥や砂を 巻き 上げながら 餌を 探す習性があ

り 、 特に砂地を 好むと さ れる 。 ホ タ ル保全のために川底や川岸

が自然に近い状態で維持さ れて いる こ の水路を 好んでいる と

推測でき る 。

カワ ツ ム 　 Pseudogobio esocinus　 コ イ 科 Oxygastrinae 亜科カワ ム ツ 属 

【 食】 ジャ コ （ 雑魚） すし 、 ジャ コ （ 雑魚） のアメ だき

　 オイ カワ 等の遊泳性の魚種と 合わせて「 ザコ ・ ジャ コ 」 と

し て住民から 認知さ れている 。 特に謹節館前水路で多く 採捕

さ れ、 仔魚の姿も 確認でき たこ と から 集落内で繁殖し ている

と 考えら れる 。
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ス ゴ モロ コ 　 Squalidus chankaensis biw ae

コ イ 科カマツ カ 亜科ス ゴ モロ コ 属

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 絶滅危惧Ⅱ類、 滋賀県： 分布上重要種

【 食】 酢モロ コ 、 焼物、 金焼、 焼モロ コ 、 魚田、 田楽焼、 焼い

て酢につける 、 佃煮、 アメ だき 、 酢物、 酢漬

　 夏季にイ バモモ前水路において多く の個体が採捕さ れた。 普段は琵琶湖や内湖の深いと

こ ろ に生息する が、 繁殖期に流速の緩やかな流入河川に一斉に進入する 習性がある 。 集落

内の他の水路では確認さ れず、 イ バモモ前水路のすぐ 上流にある 段差が、 集落内へのス ゴ

モロ コ の侵入を 防いでいる と 推測さ れる 。 ま た集落では「 美味」「 高く 売れる 」 と し て産

卵期のス ゴ モロ コ を 好んで採捕する 住民がみら れた。

ス ナヤツ メ 　 Lethenteron reissneri　 ヤツ メ ウ ナギ科ス ナヤツ メ 亜科カワ ヤツ メ 属

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 絶滅危惧Ⅱ類、 滋賀県： 絶滅危機増大種

　 体は細長いウ ナギ型を し ている が、 口は顎の無い吸盤状で円口類に属する 。 近年個体数

が減少し ており 滋賀県を 含む多く の県で保護が必要と 評価さ れている。 産卵や幼生の成長

に砂泥質の河床と 緩やかな流れを 必要と し ており 、 特に河床の変化に大き な影響を 受け

る 。

ツ チフ キ　 Abbottina rivularis　  コ イ 科カマツ カ亜科ツ チフ キ属

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 絶滅危惧Ⅰ B 類

　 夏季のホ タ ル水路において１ 個体のみが採捕さ れた 。 環境省カ テゴ リ でも 絶滅危惧Ⅰ

B 類に指定さ れており 、 全国的に生息地が減少し ている 魚種である 。 繁殖期である 3 〜 5

月にはオス が砂泥底にすり 鉢状の巣を 作る ため、 泥砂環境を 必要と し ている 。 滋賀県では

琵琶湖博物館で保全・ 繁殖に取り 組んでおり 、 平成 26 年には大量繁殖に成功し ている 。

ド ン コ 　 Odontobutis obscurus　 ド ン コ 科ド ン コ 属

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 要注目種

【 食】 煮付

　 ホ タ ル水路、 コ イ 水路において 1 個体のみが確認さ れた。

ま た、 採捕はさ れなかっ たも のの謹節館前水路でも 目視で生息

が確認さ れている 。 こ の地域ではウ キゴ リ など を 含めた中〜大

型の底生魚が「 イ シビ ショ 」「 ド チマン 」 など と 呼ばれている 。

集落内でみら れたム ギツ ク に托卵する こ と が知ら れている。
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ニゴ イ 　 Hem ibarbus barbus　 コ イ 科カマツ カ亜科ニゴ イ 属

　 謹節館前水路において冬季に１ 個体の当歳魚が確認さ れた。 関西圏ではよ く マジカと 呼

ばれる 。

ヌ マチチブ　 Tridentiger brevispinis　 ハゼ科ゴ ビ オネルス 亜科チチブ属

　 夏季のホ タ ル水路において一定数の姿が確認さ れている 。 ホタ ル水路は他と 比べて流速

に勢いがあ り 底生魚が多く みら れた。 幼魚が食さ れる 地域はあ る が、 伊庭では食材と し て

の利用は言及さ れていない。

ビ ワ ヒ ガイ  Sarcocheilichthys variegatus m icrooculus

コ イ 科カマツ カ亜科ヒ ガイ 属

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 希少種

　 琵琶湖固有種で県内では希少種と し て扱われている 。 ま ばら

な がら 集落内の全域でみら れ、 特にホ タ ル水路で多く みら れ

た。 正厳寺前の船溜ま り で姿が確認さ れており 、 集落内で一定

数生息し ていた。

ホン モロ コ 　 Gnathopogon elongatus caerulescens

【 レ ッ ド データ 】 環境省： 絶滅危惧Ⅰ A 類、 滋賀県： 要注目種

【 料理】 酢モロ コ 、焼物、金焼、焼モロ コ 、魚田、田楽焼、焼いて酢につける 、佃煮、アメ だき 、

酢物、 酢漬

　 コ イ 水路において のみ姿がみら れた。 産卵期の夏季に河川

へ侵入する 性質を 持つが、 速い流れは好ま ず、 内湖に近いが

流速の速いホ タ ル水路を 経由し た 後、 流れの緩やかな コ イ 水

路に避難し た個体が採取さ れたと 考えら れる 。 住民から は「 味

の良い上等な魚」 と し て好ま れていた。

ム ギツ ク 　 Pungtungia herzi　 コ イ 科カマツ カ 亜科ム ギツ ク 属

【 レ ッ ド データ 】 滋賀県： 希少種

　 滋賀県ではやや数を 減ら し 希少種と し て扱われている が、 集

落内の水路では特に謹節館前水路において数多く 採捕さ れた 。

川底に置かれた U 字溝や、 石積みの隙間を 好む。 産卵期は 5

〜 6 月であ り 、 卵は球形の付着卵。 ま た 本種はド ン コ な ど 別

の魚の巣に托卵を する 場合がある こ と で知ら れている 。
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ヨ シノ ボリ 類　 Rhinogobius brunneus

【 方言】 イ シビ ショ 　 ウ ロ リ 　 ド チマン 　 ゴ リ

【 食】 ゴ リ の佃煮、 ゴ リ 豆煮（ ゴ リ 豆）、 ウ ロ リ ・ ゴ リ のアメ だき

　 夏季の瓜生川において非常に多く の稚魚がみら れた。 集落内

の水路ではあま り みら れなかっ たが、 水路が内湖に流れ込むイ

バモモ前水路において遡上し てく る 個体が確認さ れた。

オオク チバス 　 Micropterus salmoides

サン フ ィ ッ シュ 科オオク チバス 属

　 瓜生川では 30cm 程度を 最大と し て 一定数採捕さ れて おり 、

侵入が懸念さ れる 外来魚。 集落内ではほと んど みら れず定着し

ている と は言え ないも のの、 瓜生川から 流入し 得る 環境にあ る

こ と が確認さ れた。

ブルーギル　 Lepom is macrochirus

サン フ ィ ッ シュ 科ブルーギル属

　 オオク チバス のよ う に直接的な魚類への食害は少ない外来魚

ではあ る が、魚卵や稚魚を 害する 危険性は看過でき ない。 ま た、

本種は巣を 作り こ ど も を 守る 習性があ る た め稚魚が死にづら

く 、 一気に数が増える 可能性がある 。

カム ルチー　 Channa argus

タ イ ワ ン ド ジョ ウ 科タ イ ワ ン ド ジョ ウ 属

　 東アジアに分布する 肉食性の大型淡水魚であ り 、 食用、 釣用

のため人為的に移入さ れた外来魚。 雷魚と も 呼ばれる 。 夏季の

瓜生川において 1 個体のみが確認さ れた。

コ イ 　 Cyprinus carpio

【 料理】 コ イ のあ ら い、 造り 、 アラ 汁、 筒切り （ わげさ ）、 煮付、

小付の造り 、 あら いの造り 、 刺身、 皮切り

　 生命力が極めて強く 長寿の魚であ り 、 食用、 観賞用に広く 放

流さ れている 。 伊庭の集落内では水路の一定区間を 区切っ て放

流さ れており 、 多く のコ イ の姿がみら れる 。 住民の飼育下にあ

る 。
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フ ナ類　 Carassius auratus

【 料理】 鮒ずし 、 煮つけ、 せご し （ 刺身にし て骨切り ）、 せご し を ショ ウ ガ醤油か酢味噌で、

皮切り 、 洗い、 あ ら 汁、 小付の造り 、 あら いの造り 、 鮒の子造り 、 一匹漬け、 味噌煮

　 本調査では謹節館前水路において夏季・ 冬季それぞれ小さ なも のが 1 個体採捕さ れる

に留ま っ た。

　 住民へのヒ アリ ン グでは「 昔はよ く 採れたが今はいない」 と さ れていた。 ニゴ ロ ブナは

「 ガン ゾ 」 と 呼ばれ、 大き いも のは 1 匹で焼いたり 刺身にし たり すし にし たり と 利用さ れ

ていた。 小さ な個体は骨ご と 薄く 刻み酢味噌で和える 「 せご し 」 と いう 方法で食べら れ、

新婚の時のご 馳走だっ たと さ れた。

３ ）伊庭周辺の魚類相と 漁法

　 伊庭の住民へのアンケート 調査及び漁師への聞き 取り 調査から は、 以上の魚種に加え、 ウ

ナギ、 ギギ、 シマド ジョ ウ 、 ゼゼラ 、 ナマズ、 ハス 、 ハリ ヨ 、 ビ ワ マス 、 ホト ケド ジョ ウ 、

メ ダカ、 ヨ シノ ボリ 、 ワ タ カなど の確認情報や料理法が明ら かになり 、 多く の希少種、 琵琶

湖固有種を 含む合計 35 種以上の魚類が伊庭周辺に生息し ていた。 ま た、 ス ジエビ、 テナガ

エビ、 ヌ カエビなどの甲殻類、 シジミ 、 ド ブガイ 、 イ シガイ 、 イ ケチョ ウ ガイ などの貝類も

多く 生息し た。 こ のよ う な魚類や甲殻類の多く は、 住民が直接捕獲し たり （ 写真 26）、 地元

の漁師から 購入し たり し ながら 地域の食文化を支えてき た。 今日でも 、 高級魚と なったモロ

コ を 日常的に捕獲し 、 サン ショ ウ の実と と も に佃煮（ 写真 27） にし たり 、 オイ カワ を 馴れ

ずし （ 写真 28、29） に、ニゴロ ブナを鮒ずし （ 写真 30） し て味わっている 光景がみら れる 。

ま た、 伊庭内湖において、 わずかではある が漁師によ る 漁業も 行われている 。

写真 26　 瓜生川で獲れた魚 写真 27　 佃煮になったホンモロコ、 オイカワ、 アユ

写真28 馴れずしの仕込み 写真 29　 オイカワの馴れずし 写真 30　 鮒ずし
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　 伊庭周辺では、 明治時代には、 エリ 、 針網など の定置漁法のほか、 サデ網、 打網、 掻網、

四ツ 手網など 合計 400 程の漁法が存在し た。 例え ば、 柴漬漁では、 柴の大き さ で獲れる

魚が異なり 、 小柴ではエビ やジャ コ 、 丸太など の大き い木ではコ イ やフ ナが獲れた。 薪に

する 柴を 1 年ほど 湖に浸ける と 、「 ソ ブ」 と 呼ばれる 水アカが柴に付着し 、 赤むし がわく 。

する と 魚が柴に棲みつき はじ め、 さ ら に 2、 3 年経つと 魚にと っ て最適な環境と なる 。 冬

になり 、 気温が下がる と 魚は柴に入り 込むため、 その時を 見計ら い正月など の需要期を 見

込んで年に 1 度だけ漁に出る 。 魚を 獲る 際には「 ネヤ」 のま わり を 竹で編んだすのこ（ 簀）

で囲み、一ヵ 所に一度魚が入る と 出ら れない構造になっ ている 「 ツ ボ」 を つく る 。 その後、

３ 人ほど で三ツ 鍬や一本鍬を 用いて柴を あげ、 柴の中の魚を 獲る 。 あげた柴は新し い柴と

一緒に次の「 ネヤ」 と なる 場所へ移す。 柴から 逃げた魚はま ず投網で捕ま え、 それでも 捕

ま ら なかっ たも のはツ ボに追い込んで捕ま える 。

　 ま た、 冬場、 田舟に貝曳き の道具を つけて湖に出ていた。 貝曳き 漁では、 湖中に杭を 打

ち、 田舟にく く り つけたロ ープを ま わし てその先を「 デデ」（ 綱を ま く ロ ク ロ ） に結んだ。

デデのハン ド ルを ま わし て舟を 杭に引き 寄せ、 舟の両側につけた貝曳き が湖中を ひっ かい

た。 ロ ープを ま き 終わる と 別の場所へ舟を 動かし 、 同じ 作業を 繰り 返し た。 こ のよ う にし

て、 半日で杭のま わり を １ 周し 、 多いと き で石炭箱３ 杯ほど の貝が獲れたと いう 。

　 カ チグ リ 漁では、 ２ 艘の舟にそれぞれ３ 人ずつ乗り 、 長さ 30m ほど の網を 打っ て２ 手

に分かれて舟を 漕いだ。 そし て、「 ガバン 」 と いう 道具で水面を 叩く こ と で魚を 追い立て、

次第に舟を 寄せていっ て網を 引き 寄せ、こ れを 一晩に 100 回近く 繰り 返し た。 コ イ やフ ナ、

ヒ ガイ やワ タ カ が獲れた。 網は幅が 30 尋（ 約 32.5m ）、 端の上下が十尺（ 約 3m ）、 中心

で 33 尺（ 約 10m ） あ っ た。 上部は「 ア バ」、 下部は「 イ ワ 」 と 呼ばれ、 ア バには桐の木

のウ キ を 付け、 イ ワ には鉄のシズミ を 付けていた。 漁は年中行う こ と が可能であ っ たが特

に冬場によ く 獲れた。

　 ネズリ 漁で用いる ネズリ 網はカ チグ リ 網の 2 倍の長さ で 57m も あ っ た。 ネズリ 網は中

央が袋状になっ ており 、 こ こ に魚を 追い込んだ。 漁は 6 月 7 日を 除く 年中で行う こ と が

でき た。 ネズ リ 漁には「 草津のやり 方」 と 「 中の湖のやり 方」 の 2 種類が存在し た。 中

の湖では網を 「 ヒ 」 と いう 桶にく く り 、 網を 沈めながら 右回り で舟を ま わし て魚を 囲み、

元のと こ ろ に戻る 。 そし て、 舟のト モ（ 舟のう し ろ ） にあ る デデと いう ロ ク ロ で網を ひき

あげる と いう やり 方であ っ た。 午前 1 時頃から 舟の上で火を 起こ し て食事を し た後、 1 時

間におよ そ 3 回、 朝ま で続けた。 主にワ タ カ、 フ ナ、 コ イ 、 ヒ ガイ と いっ た 魚が獲れた

と いう 。
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４ ）伊庭の文化的景観と 魚類相

　 伊庭の水路では、 周辺の内湖な ど の水域を 含める と 、 35 種以上の魚が生息し て いる 。

阿部（「 グ リ ーン レ タ ー NO37」 2015） は、こ のよ う に多様な魚類が確認でき る 理由と し て、

以下の地域を 特徴づける ３ つの “つながり ”を 指摘し ている 。

　 １ つ目は、 多様な魚を 育む水と 水と のつながり である 。 淡水魚は多く の種が繁殖や成育

のために移動し 、 夏は集落の水路には餌や過ご す場所を 求めて周辺の水域から 訪れたス ゴ

モロ コ やビ ワ ヒ ガイ が生息する 。 アユやヨ シノ ボリ 類はさ ら に遠く の琵琶湖から 訪れ、 野

生のコ イ やニゴ ロ ブナは琵琶湖から 、 ギン ブナやゲン ゴ ロ ウ ブナ、 ホン モロ コ は大同川や

伊庭内湖の別の場所から 集落近く のヨ シ原など に移動し 繁殖する。 移動の規模や目的は種

類によ っ て様々であ る が、 4km 以上に及ぶ水域のつながり が、 様々な魚類の生活を 支え

る 道と なっ ている 。 ま た、 流れが速い水路、 遅い水路、 水深が浅い水路、 深い水路、 こ れ

ら 多様な環境がある こ と も 様々な魚種が生息でき る 理由であ る が、 それら が集落内でつな

がっ ている から こ そ、 魚が成長段階や繁殖、 越冬と いっ た生活史の段階に応じ て必要な環

境を 利用でき る 。

　 ２ つ目は、 魚や水路、 内湖と いっ た自然と 人と のつながり である 。 伊庭には淡水魚を 捕

ま えて食べる 文化があり 、 伊庭では鮒ずし に加え、 オイ カワ の馴れずし も あ り 、 お盆の時

期のご 馳走と さ れてき た。 こ れら の資源でも ある 魚が減ら ないよ う 、 伊庭や漁協では、 必

要以上に魚を 捕ら ない、 在来魚の減少要因と なる 外来魚の駆除を 続ける など、 資源保護の

取り 組みを 行っ ている 。 ま た、 集落の水路には、 地域の方々が維持し てき た水路の石垣護

岸が多く 残さ れ、こ の石垣や水路内の巨石のま わり にはム ギツ ク やアブラ ハヤ、ヌ マム ツ 、

ギギ、 ド ン コ など 多く の魚が生息する 。 地域で取り 組んでき た水路の景観維持が、 魚のす

みかを 守る こ と にも つながっ ている 。

　 ３ つ目は、 人と 人のつながり である 。 樽から 馴れずし を 出すと き には、 近所の方や親し

い方にお裾分けし 、 手作り の馴れずし を お世話になっ た方に届けていた。 繁殖期にたく さ

ん捕れる フ ナ類やホ ン モロ コ など を 近所の方に届ける 、 大き な魚を 調理でき ないお宅には

調理し てから 届ける 、 と いっ た話も あっ た。 人と 魚のつながり が、 人と 人のつながり を つ

く っ ている 。 伊庭では、 道路の拡幅で水路が減っ てき たこ と から 、 石垣の水路を 守ろ う と

いう 話が持ち上がり 、 その思いが地域で共有さ れた。 現在でも 美し い水路の景観が残っ て

いる のは、 人と 人と がつながっ ている 伊庭だから こ そである 。

　 今日、 地元の小学校では、 学習の一環で川に親し み、 そこ に生息する 魚について学ぶ野

外授業が行われている 。 伊庭の文化的景観は、長い歴史を 経てき た「 水と 水と のつながり 」、

「 自然と 人と のつながり 」、「 人と 人のつながり 」 の中で形成さ れ、 希少種や琵琶湖の固有

種を 多く 含む多様な魚類相、 そし て生業と も 繋がっ てき た豊かな魚の食文化、 魚に対する

地域住民の熱い思いと 深い関わり の表徴と いえる 。
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